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１．研究目的 

ニュートリノレス二重ベータ崩壊の原子核行列要素の、中性子—陽子対相互作用によ

る非線形な抑制の効果を明らかにし、ニュートリノの質量の定量的な評価に貢献する

ことが研究の目的である。生成座標法を用いて中性子—陽子対相互作用の非線形相関

を取り込み、原子核行列要素を計算するコードの開発を進めてきた。並行して、質量

領域によらず計算可能な原子核密度汎関数理論に中性子—陽子対相互作用を導入し、

中性子—陽子対の関連量を系統的かつ精密に議論できるように開発を進めている。 
２．研究成果の内容 

原子核の対相互作用に密接に関連する実験観測量として、従来から対ギャップが用い

られているが、対回転の慣性モーメントがより有効であることを提案した。これを用

いて対相互作用の定量的な改善が可能であることを計算によって示した。今年度の計

算は同種粒子間での対相関に対する分析であるが、中性子—陽子対相関に関しても新

たな知見が得られ、対相互作用の解明が進むことが期待できる。 
また、原子核密度汎関数理論へのアイソベクトル型中性子—陽子対相互作用の導入を

完了した。球形核・変形核でのアイソバリックアナログ状態をアイソスピン回転によ

って求め、アイソベクトル型対相関の振る舞いを分析した。 
３．学際共同利用として実施した意義 

対回転の慣性モーメントの計算は準粒子乱雑位相近似(QRPA)の解法である有限振幅法
(FAM)による大規模計算となるが、学際共同利用を通じて COMAを用いることで効
率的に系統的な計算が可能となり、多くの同位体について、対相関の結合定数依存性

を詳細に調べることが可能となった。 
４．今後の展望 

生成座標法による原子核行列要素計算については、今年度は重なり積分部分のコード

開発が主となり、実際的な計算は今後に持ち越しとなった。今後 48Ca や 136Xe などの
原子核行列要素の計算を行いたい。 
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